
　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
（
以
下
、歴
博
）
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
つ
に
「
高

松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
」
が
あ
る
。
昭
和
天
皇
の
弟
高
松
宮
宣
仁
親
王
（
一
九

〇
五
〜
一
九
八
七
）
が
所
蔵
し
て
い
た
典
籍
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
部
で
あ
る

が
、
も
と
も
と
は
世
襲
親
王
家
の
一
つ
で
あ
る
有
栖
川
宮
家
に
伝
来
し
て
い

た
蔵
書
群
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
う
ち
の
多
く
は
、
そ
れ
以
前
、
江
戸
時
代

の
天
皇
で
あ
る
第
百
十
一
代
後
西
天
皇
（
一
六
三
七
〜
一
六
八
五
）・
第
百
十

二
代
霊
元
天
皇
（
一
六
五
四
〜
一
七
三
二
）
が
収
集
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

一
部
で
あ
っ
た
。

　

皇
室
に
伝
来
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
多
く
は
戦
乱
や
自
然
災
害
に
よ
っ
て

失
わ
れ
て
い
っ
た
が
、
歴
代
天
皇
は
そ
の
再
収
集
に
努
力
し
た
。
な
か
で
も

こ
の
二
人
の
天
皇
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
現
在
に
伝
わ
る
御
物
の
根
幹
と
な
っ

て
お
り
、
そ
の
一
部
が
財
産
分
与
に
よ
っ
て
有
栖
川
宮
家
に
も
伝
え
ら
れ
た

の
で
あ
る
。

　

こ
の
「
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
」
の
な
か
に
、「
水
戸
黄
門
」
の
呼
び
名
で

知
ら
れ
る
水
戸
藩
主
徳
川
光
圀
か
ら
献
上
さ
れ
た
資
料
が
あ
る
。
そ
れ
が
こ

こ
に
紹
介
す
る
『
一
代
要
記
残
簡
』
で
あ
る
。

　
『
一
代
要
記
』
は
、
歴
代
天
皇
ご
と
に
略
歴
や
治
世
中
の
重
要
事
項
、
ま
た

後
宮
・
大
臣
等
・
皇
子
女
等
を
ま
と
め
て
列
記
し
た
年
代
記
で
あ
る
。
十
三

世
紀
後
半
か
ら
十
四
世
紀
前
半
に
か
け
て
成
立
し
、
北
条
実
時
が
創
設
し
た

金
沢
文
庫
に
収
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
十
七
世
紀
後
半
頃
に
水
戸
徳
川
家
に

よ
る
『
大
日
本
史
』
編
纂
の
た
め
の
史
料
採
訪
に
よ
っ
て
再
発
見
さ
れ
、
写

本
が
作
ら
れ
る
一
方
で
、
原
本
は
光
圀
よ
り
後
西
上
皇
に
献
上
さ
れ
た
。
こ

の
原
本
は
歴
代
天
皇
に
受
け
継
が
れ
、
現
在
は
御
物
と
し
て
京
都
御
所
内
の

東
山
御
文
庫
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
と
き
に
献
上
さ
れ
た
原

本
に
は
糊
離
れ
に
よ
る
脱
落
箇
所
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
に
水
戸
藩
が
再
調
査

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
六
葉
分
が
発
見
さ
れ
、
今
度
は
霊
元
上
皇
に
献
上
さ
れ

た
ら
し
い
。
こ
の
追
加
献
上
分
は
、
初
度
の
献
上
本
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
そ
の
ま
ま
の
か
た
ち
で
有
栖
川
宮
家
に
分
け
ら
れ
、
最
終
的
に
歴
博
の

所
蔵
と
な
っ
た
。

　

図
版
は
右
半
（
第
二
葉
第
四
面
）
が
第
十
四
代
仲
哀
天
皇
、
左
半
（
第
三

葉
第
一
面
）
が
第
十
六
代
仁
徳
天
皇
お
よ
び
第
十
七
代
履
中
天
皇
年
代
記
の

部
分
。
こ
の
時
代
は
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
が
基
本
史
料
で
あ
り
、本
書

独
自
の
記
述
に
さ
ほ
ど
高
い
史
料
価
値
を
置
く
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
記
紀

と
は
異
な
る
（
あ
る
い
は
記
紀
に
見
え
な
い
）
記
事
が
ど
の
よ
う
に
し
て
生

ま
れ
本
書
に
記
載
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
か
は
興
味
深
い
。
な
お
履
中
天
皇
に

「
第
十
八
」
と
の
注
記
が
あ
る
の
は
、仲
哀
天
皇
の
配
偶
で
あ
る
神
功
皇
后
を

歴
代
に
数
え
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
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